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「学び」が充実した２学期が終了しました。タブレット端末の活用も進んでいます。
引き続き感染症対策を行い，穏やかな年末年始が迎えられることを願っています。

人権標語・作文の発表
人権教育推進月間に募集した「親子で考える人権標語」と高学年「人権作文」の発表

をテレビ朝会で３回に分けて行いました。

皆さん
カメラ
の前で
はきは
きと発
表する
ことが
できま
した。
人権を
考える
よい機
会とな
りまし
た。

※４ページあります。



※４ページあります。

ボランティア委員会・金管バンド「寿楽荘」へ
12/2 委員会活動の時間に，ボランティア委員会が沖洲幼稚園南側にある特養ホーム

「寿楽荘」を訪問し，交流しました。

委員長のあい
さつの後，準備
していたトラン
プやクイズをし
たり，ボーリン
グや卓球を楽し
んだりしました。

12/11には，金管バンドクラブが「寿楽荘」落成式に参加しました。大勢のお客様の
前でファンフ
ァーレの披露
や式典後のミ
ニコンサート
を行い，練習
の成果を発揮
することがで
きました。



※４ページあります。

吉野川サンライズ大橋見学「キャリア教育」（６年生）
マリンピアにある株式会社「フジみらい」の協力を得て，３学級が３つの場所を交代

しながら「キャリア教育」を行いました。
「吉野川サンライズ大橋」を建設している鹿
島建設の方々には，建設中の架橋を見学させ
ていただき，サンライズ大橋建設の工夫や苦
労，働いている方々の思いを伺いました。

ＮＥＸＣＯ西日本の方々には，高速
道路に関わる仕事についてクイズ形式
で教えていただきました。

フジみらい本社では，社長室や会議室や休憩室の見学をさせていただき，会社の仕事
内容や働く方々の仕事のやりがいや苦労を教えていただきました。
橋を作るために，多くの会社や人々が関わっていることを知りました。それぞれの仕

事内容と思いや苦労ややりがいを聴くことで，将来の自分を考えるきっかけになったと
思います。どの職場も求める人材は，「あいさつ」と「思いやり」がある人だそうです。
沖洲小学校が大切にしていることと同じだと，うれしく思いました。

ＰＴＡバトミントン大会「優勝！」

11月21日（日）徳島市立スポーツセンターに
おいて，「徳東 PTAミックスバドミントン大会」
が行われました。
本校からは，６名の保護者と教職員が参加し，

熱戦を繰り広げて優勝を果たしました。出場さ
れた方々，おめでとうございます。
また，12月5日（日）に渭東・沖洲地区幼小

中ＰＴＡ連絡協議会の球技大会が開催されまし
た。城東中でソフトボールとバレーボール，福
島小でバドミントン，沖洲小で卓球，城東小で
ドッジボールの５種目が開催されました。
参加してくださった皆さん，お世話になりました。



※４ページあります。

２学期終業式（ＴＶ）
終業式前に人権委員会からの「キラキラねぎっこ新聞」の紹介と「いじめ防止ポスタ

ーコンクール」「学童美術展作品」「人権作文コンクール」の表彰がありました。

「キラキラねぎっ
こ新聞」紹介では，
ちょこっとボラン
ティアや人権標
語，クラス掲示
やあいさつ運動
が取り上げられ
ました。

その後，２学期に学校で取り組んできたことを振り返りました。あいさつ運動や困っ
ている人を助けること，学習や運動会でできるようになったことやタブレットが使える
ようになったことなど，素晴らしい頑張りに自信を持ってほしいと伝えました。


